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研究成果の概要（和文）：研究目的は、産後の母親の身体的回復が母親役割の自信にどのように関連しているの
か検討し、産後の母親の役割適応を促進する具体的な助産実践を提示することである。研究対象となった女性は
184名（初産婦92名、経産婦92名）、平均年齢は31.5±4.5歳であった。母親役割の自信は、産後5日目から産後1
か月にかけて高まった。母親役割の自信の高さには、経産婦であること、会陰切開を施行していないこと、産後
1か月の栄養方法が母乳のみであること、会陰部痛による日常生活への支障がないことが関連していた。助産師
は、母親となる女性が心身ともに健康的な産後の生活および母親役割への適応が円滑に進むよう支援する必要が
ある。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study is to examine how postpartum mothers' physical 
recovery is related to their confidence in the maternal role. Findings will be used to examine 
specific midwifery practices that promote postpartum mothers' role adaptation. The study population 
consisted of 184 women (92 first-time mothers and 92 postpartum mothers). Maternal-Confidence in the
 role increased from the fifth postpartum day to the first postpartum month. Higher confidence in 
the mother's role was associated with being a multiparous woman, not having a perineal incision, 
breastfeeding exclusively for the first month postpartum, and no disruption in daily life due to 
perineal pain. Midwives need to help mothers-to-be facilitate a physically and mentally healthy 
postpartum life and transition into the role of mother.

研究分野：助産学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、育児不安や抑うつの予防に寄与しうる母親役割の自信に着目し、母親役割の自信と、助産師が分娩
時や産後の入院中に介入可能な日常生活への支障との関連を明らかにした。
したがって、日常生活への支障に関連する会陰損傷予防、会陰部痛軽減のケアを行うと共に、産後の女性が、会
陰部痛や日常生活への支障を抱えながらも、育児がスタートする時期を順調に過ごせるよう環境を整えていくこ
とが、母親役割の自信の向上につながり、ひいては、育児不安や産後うつ予防に寄与する可能性を示唆できた。
 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
わが国では，周産期のうつや虐待予防は健康な次世代を確保するための喫緊の課題である．一方
で，産後うつを軽減しうる効果的な支援方法は未だ明確ではない．我々は，これまでの研究で，
助産ケアが母子精神衛生の向上に寄与することを示唆してきた．先行研究において，産後の疲労
に着目した研究は多くあるが，会陰部痛を含めた産科学的要因と心理・社会的要因を考慮して，
母親役割の【自信】を形成する影響要因を明らかにした研究はほとんどない． 
 
２．研究の目的 
本研究は，正期産で単胎児を出産した女性を対象に母親役割の自信に関連する要因を明らかに
し，産後の母親の役割適応を促進する具体的な助産実践を提示すること目的とした縦断調査に
よる量的記述研究である． 
３．研究の方法 
調査実施期間は，2018 年 10 月から 2020 年 4 月であった．研究方法は，東海地方にある分娩を
取り扱う病産院 5 施設において妊娠後期から産後１か月までの質問紙による縦断調査を実施し
た．研究計画段階では，産後４か月までのフォローアップ調査を予定していたが，COVID-19 感
染拡大をうけて調査が中断したまま研究期間が終了したため，産後１か月までの調査となった． 
４．研究成果 
全リクルート数 293 名のうち，産後 1 か月までの解析対象となった産後女性は 184 名（初産婦
92 名，経産婦 92名）であり，2022 年度はこれまで収集できた対象者の結果を用いて，初経産別
に産後 1日目の会陰部痛に関連する要因を検討した． 
本研究参加者は，日本人の出生動向と大きな差はなかった．（表１）．  
会陰部痛は，初産婦経産婦ともに，産後 1日目から 5日目，産後 5日目から 1か月にかけて，有
意に軽減した（図 1）．会陰部痛と日常生活の支障との関連は，産後 1日目，5日目においては，
会陰部痛と「座位への支障」「動静への支障」「排泄と清潔への支障」は有意な正の相関が認めら
れた．しかしながら，産後 1 か月においては，有意な相関は認めなかった（表 2）．しかしなが
ら，産後女性は，会陰部痛を有することそのものが，日常生活動作の支障につながることがわか
った．線形混合モデルを用いて，排泄と清潔への支障に関連する要因を示した（表 3）．会陰部
痛や会陰切開の有無，会陰損傷を調整後も，産後 1日目，5日目の排泄と清潔への支障は，産後
1か月に比べ有意に強く，初産婦，会陰に損傷があった女性，会陰部痛が強い女性は，排泄と清
潔への支障が強いという結果であった．生殖器の支障は，産後 1か月以降に増加する尿漏れの原
因となるだけでなく，性交への影響もあることから，会陰部痛が産後の女性の QOL，夫婦関係に
与えるインパクトがしめされた．次に，線形混合モデルによって、母親役割の自信に関連する要
因を検討した．分娩歴（初産婦／経産婦）、会陰切開の有無、栄養方法、児の体重増加量、会陰
部痛、日常生活への支障を調整後も、産後 5日目の母親役割の自信は、産後 1か月に比して有意
に低く、経産婦、会陰切開をしなかった女性、産後 1か月の栄養方法が母乳のみであった女性、
日常生活への支障が少ない女性は、母親役割の自信が高いという結果であった．この結果から、
初産婦と経産婦では，母親役割獲得過程に異なる要因が関連することが示唆された． 
会陰部痛，日常生活への支障，母親役割の自信の関連について，産後 5日目においては，会陰部
痛と日常生活への支障は，母親役割の自信と有意な弱い負の相関を認め，産後１か月においては，
日常生活への支障のみが，母親役割の自信と有意な弱い負の相関を認めた（表４）． 
産後 5日目，1か月の母親役割の「自信」に関連する要因について検討した．退院から産後 1か
月までの子どもの一日あたりの体重増加量が多いことと，母親役割の自信は有意な弱い正の相
関を認めた（表 5）．同様に，線形混合モデルによって，母親であることの「満足感」に関連する
要因を検討した．産後 1か月の栄養方法が母乳のみであった女性は，母親であることの満足感が
高いという結果であった．母親であることの満足感には，会陰部痛や日常生活への支障は関連が
認めなかった（表 6）．これらの結果から，会陰部痛と母親役割の自信との関連は直接的には認
められなかったが，日常生活への支障を介して母親役割の自信に影響する可能性が示唆された．
会陰部痛，日常生活への支障は，母親であることの満足感との関連は認めなかったことから満足
感は，会陰部痛や日常生活への支障に関係なく経験できる感覚と考られ，分娩直後の早期母子接
触の実施や早期母乳育児の開始，同室など，母子が一緒に入れるような環境を整えていくことが，
重要な支援であることが考察された． 
これらの成果の一部は，2021年に開催されたWorld Association for Infant Mental Health 17th World 
Congressにて発表し，2024年 Nagoya journal of Medical Scienceに原著論文として掲載予定であ
る．また，大学および大学院の講義においても，この結果を示しながら母性看護学教育，助産学
教育を行っており，学生自身にも「会陰部痛」に目をむけるような芽が育っている．今後も共同
研究者らとともに，論文投稿を継続していく予定である． 
  
 
表１．対象者の背景 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．産後 1か月までの「会陰部痛」の経時的変化 

 

 

 

 

 

 

 

図１.産後の会陰部痛の推移  

 

表 2．会陰部痛と日常生活動作の支障との関連 

 

 

 

表 3．産後 1か月までの「排泄と清潔への支障」に関連する要因 
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表４. 会陰部痛，日常生活への支障，母親役割の自信の関連 

 

表 5．母親役割の自信に関連する要因 

 

表 6. 産後 1か月までの「母親であることの満足感」に関連する要因 
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